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独立住宅における公室空間の機能分化
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はじ め に
本総では，独立住宅を対象に.主として l階平面に注
目し，公室空間の機能分化の傾向を明らかにするのを目
的とする。
戦後の小住宅における住み}jの歴史は，大筋として.
①戦後から 1950年代にかけ〈食寝分縦型〉が定~していっ
たプロセスと，②60年代から今日にかけ〈公なお分荷量守'1)
の住み)Jに変化光俊しているl時期!に大分けできる。研
究家では，②のプロセスを明らかにすることか今日とく
にTf(繋と考え.これまで住宅の規快段階別に公共集合住
定3DK'\~(50-60m) と民間マンション 3 し J) K '¥'!( 60-70 
m')を対象に，住な聞の公私室分化に着目した一連の住み
方調査を行ってきた。調査結来を縦揺すると公営 ・公団
3DK型においては，住宅のプランが食寝分離型である
のに住生活は全体として公私室分化重要求が強くなってい
ることによる住宅と住み方のx.析を解決するため， 3 
寝室のうち 1- 2 寝室を秘主化し，あとの/;!;~を DK を
含めて 2室以上をくワンルーム化〉し，公室として使うと
いう形のf主み}jが支配的であった。つぎに行った民間マ
ンJ ヨン 3LDK閉め調査て:i:l:，すでに砥保されているし
とDKが一体化し.さらにしに隣殺する和 ・洋居室も連
続して使うという公室の拡大傾向が顕著であることがみ
られた。
2つの調査に共通していた点li，子供の勉強・就寝室
硲保を通じての私室の独立化が早くすすむという点であ
った。したがって，公共3D K匁，マンション 3LDK
型においても.子供寄ミカず分化独立していったあとの残余
の空間についてみれば，前者Iにおける〈ワンルーム化現
象〉にしろ後者におけるく公室拡大現象〉にしろ，その中
身I:l， D Kや L，さらには. ~華客や家事に転用される夫
婦秘釜などが連続一体化した公平L混合の空間である。こ
の事実は，今円における住様式研究の主題か.f.主空間
全体のなかで公室~I筒を如何に位置づけ，公室空間の機
能分化をどう考えるかにあることを示唆している。
本諭は，このような問題意織に立って，さらに住宅規
模が大きい独立住宅(主と して80-120m')を対象に， 1階
部分の部屋の使われ方がどのように分化しているかを実
態調伝を通じて撚理してみる.今日の2階建独立住宅は，
大体において 2階が私室と して独立し，H暗部分が公室
的利用になっている。本論では.生活行為を公・私 ・中
筒!の3極に分け，それら行為がl階全体にどのように及
んでいるかを明らかにすることから. 1階各室の公的性
格を検討してみるという方法をとった。
分析にあたっては，公室の機能分化がかなり屈折した
形ですすんでいるとの観方に立ち，それを解きほぐすた
めに，つぎの4点に留意してすすめた。
① 生活行為のうち.公とねに分けられない中間的な生
活行為が. 1階部屋空間全体にどのように鉱がってい
るか。
② 各室の専用と転用の関係はどうなっているか。
③ 2室以上の連続的事j用はどの程度みられるか，それ
が行なわれるのは何散か。
④ 公室としての部屋のf変われ万と起居様式はどのよう
に対応しているか。
以ト分析は.これら 4点のAにすすめる.
1. 調査 の 対象
本』司王をの対象の選定に先立って.主として住先一戸建
住宅(80-120m')について，公君主群と私室群の分化傾向
に泊目して，平面引を分類型在理し，そのパターン化を試
みた。平面型の分額にあたっては，プレハプ住宅会社26
????
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社，大手主主売住宅会社10社のパンフレット及ぴ住宅金融
公庫平面図集78年度版に掲載されているプラン計 804戸
を対象とした。平面型の分類li，①玄関から各室への連
絡形式，②K.D.Lの有無及び連結形式.③和・洋室
の別，④K.D.Lと他の部屋との速結形式，の4点を
主な指標としてすすめた。平面型は，大分けすると， 1 
階の公室の相互関係によって，D KとLが隣接し， リビ
ングルームが公室の中心となる<DK-L>タイプとDK
とLの問に和室が入り， r茶の間」的和室が公室の中心と
なるタイプに分かれる(図ー l参照)。金平面通して， 2階
部分は， 2~から 4 室くらいまで\居室数に変化がみら
れるだけで，平面構成に質的な差異はな く，2階が平面
分類の決め手にはならなかった。<DK-L)は，さ らに3
タイプに細分類できる。DKとLが関口部で連続してい
る布陣成には変わりがなく，座敷としての和室が， さらにこ
れら 2室にフスマで連続してつながる<0K・L.和〉と，
壁で仕切られた形でつながる<OK.L/和〉と，それに和
室がなく <0K • L>の公室だけから成るタイ プである。
金平面のうち<DK . L.和〉がも っとも多<， 41%を占
め，あとの 2つは，それぞれ， 26%， 8 %である。一方.
LとDKの間に和室が入るものは， 0 Kと和室は関口部
で連続しているが，さらに和室と Lの聞も関口部で連続
しているくDK・和・L)(7%)と，壁で仕切られている
<D K・和/L>(14%)に分かれる。図ー lの「その他JI1，0 
K， L，和室の各室が墜で仕切られているものと，台所に
和室が隣接する Kタイプのものである。
以上の平面型分類に対応して.住み方調査の対象を，
図-2のごとく選定した。平面型分類の場合と同様に，
調査対象も l戸建ての建売分峨住宅から選んだが， これ
は，事前にプラン入手が可能なので平面型分類に照らし
て典型的タイプを選定し得ること，問ーのタイプを複数
戸調査し得ることによる。図-3は代表的プランである。
調査対象世帯1，<OK-L)が各室の独立性の高いも
のから低いものまで40戸， <0 Kー和〉が10戸の計54戸で
ある。調査は，各住宅についてプランと家呉配置を採取
するとともに，主婦を対象とし，住み方についてのイ ン
テンシプなヒアリングを行なうという方法をとった。調
査期間は，予備調査が昭和53年10月，本調査が同年11月
て・あった.
調査対象世帯の主たる属性は， ①4-5人の核家族.
②世帯主は35-45才の大手企業に勤務するホワイトカラ
ー，③主婦は無職層，④家族の成長段階は長子が小学生
の世帯がもっとも多<，他は，子供の無い世f脅から大学
生・有車電者の世帯まで均等に分布という 4点が特徴的で
ある。大まかに，ホワイトカラー上層といえよう。
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図-2 関先対象住宅の平前l引の分類
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2. 住生活行為の公・ 私室介化
まずはじめに.住戸内で.主たる生活行為の公・私室
分化がどのようにすすんでいるかについて検討してみよ
う.本穏では，生活行為を便宜上， i公Jと「忽Jと両者の
「中間jに3分類し，各生活行為のoK， しの公室とその
他の居室への拡がり方をみるという方法をとった。主た
る住生活行為について，食事・だんらんをく公的生活行
X~>， 就寝 ・勉強をく私的生活行為〉とみなし . 公にもねに
も分けきれない行為のうち.按客室.家事室，納戸など
のIjlj'室の独立化をf足す~凶となる桜't; ・ 家事・もl!~を
<DK・L>
延床面積:1 1 8.  1 rf H電鉄・木造
1 F 2 F 
<DK/L/洋>
延床面積:96.28 rf Dハウス・プレハプ
2F 
<DK/L/和>
延床面積:88.96 rf Dハウス・ プレハプ
2F 
〈中間的生活行為〉とした。接容は，常減的には公的生活
行為に入れるべきであるが，厳密・にみれば，会tのリ長る容
から家校同機につき合う答まで多微な応対パターンがあ
ると考え.本稿では 一応中間的生活行為に入れた。
(1) 私的生活行為
就寝や勉強に{変われる居室が.特定の家政成只の専用
にまかされる，いわゆるく私室〉としてどの粍度確立して
いるのか，これらの行t，}は， f主戸内のどこで行なわれる
のかについて検討してみよう。本l:iで'1;1.，0 K， L以外
の居室の利用状態が， 表-1にあげた家族成只と生活行
為に限定されている場合，忠君主と して確立されていると
<DK.L/和>
延床面積 :1 1 8.  1 rf H電鉄 ・木造
1 F 2F 
<DK'L・和>
延床面積:107.80 m' Sハウス ・プ レハブ
1 F 2F 
<DK・和 'L>
延床面積 :87.74 rf H電鉄 ・木造
2F 
図-3 ;J司1i.対象住宅の平前図
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みなすことにした。
① 私室の確立度
住
私室の確立の仕方は，表-2のように分かれる。私室
確立の基準にもとづいて必要私室数をもとめ.実際に確
立している私室数と対比すると， 1 -3室の不足が54戸
中24戸みられる。必要秘釜は 1-3室であるのに，対象
とした住戸はDK， L以外に 3-4居室を有しており，
私室を確立することは十分可能であることから考えて，
住戸規模の拡大や居室数の地加が必ずしも私室確立に結
びつかないことを示している。私室の確立度が低いのは
夫婦寝室(54%)であり，長子が中学生以上のi!t帝でこの
傾向が顕著である。プランタイプでは， <D Kー和〉で特
に確立度が低い(表-4)。これは， DKに隣接する和室杭
夫婦の就寝やだんらん・家事などに転用きれ易いという
プラン上の特性からきている点が大きい。夫婦寝室に比
して，子供室は確立度が高<，小学生高学年以上の子供
のうち73%で確立している(表ー 3)。私室の確立はまず
子供室の確立から進行しているといえる。
②就寝・勉強の場
夫婦の就寝は 1階または 2階の居室に分かれる。2階
居室の場合は私室として確立し易<，1階居室の場合は
逆に確立しにくい。子供の就寝・勉強はほとんど2階で
行なわれる。子供の成長につれ， 2階居室が子供室とし
て私室化するとともに，夫婦の就寝は l階居室中心に行
われるようになる傾向があるようである。 1階居室は，
DKやLの公室との関係からみて，公的・中間的行為と
重なる可能性が強くなり，一般的には，夫婦寝室は私室
として確立しにくくなるといえる(表-5)。小学生高学
年以上の子供の私室のとられ方をみると 1人の子供が
1室で就寝と勉強を行なう就寝室兼勉強室のものがも っ
とも多<，私室として確立した子供室38室のうち26室
(68%)を占める(表-6)。
表-1 私室確立の基準
軍 E集
'‘ 
生活行為 同宣可能主車塵貝
失 瞳 茸 電
小学生依学年担下町子倹
干 大学生担上 量 唖
中学生・高d!生 虻宅建・勉惨 高笹生担下町同性
4民 小学生高学年 民宅建・勉領 小学生世学年担干の異性
老 人 量 聾 . 
{在) r小学生唾学年」は、 1 -8年生を掴す.
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表-2 私室の確立度
主 ヨ邑 主 主
'" + + 事参
1・2冨 1. 
11 1 • 8 g 
9 2 
9 4 1 8 
2 2 8 
s 
〈注) r主」とは、主寝泊す念わら夫婦寝室を備す.
な し
2. 8 ，鼠
6 8 
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表-3 私室確立とプランタイプとの関係
¥プ¥ラン碕、タ立イしプて、私い、倉る 主 主 主
主 な し
t の + + 
み 1. 2 j民 1宣 2. 8. 
計
5‘ 11 1 • 8 9 ‘ g 
< DK • L > • 2 1 
<DK/L/樽〉 4 s 
くDK/L/胃日〉 8 1 3 
<DK-L/曜日〉 1 • a 6 2 s 
<DX'L・事配〉 1 8 4 4 1 2 2 2 
くDK・和 L> 1 0 2 8 8 1 
表-4 私室確立と長子年令との関係
¥長子積¥年、立令して¥い私¥重る 主 主 主 主 lt 
し
tt の + + 
み 1 !匝 2貧 1 11 2. 81量
断 • • 11 1 • 8 9 e s 
小学生位浮年M" 2 • 1 0 1 0 1 8 
小学生‘学年 4 1 1 
中学生 7 1 8 2 
'‘ 枝生 7 2 2 2 大学生以上 8 2 s 2 
表-5 夫婦寝室
よ計芝空 Jt 私2弘唖宝 私雀未擁立
書↑ • • 2 9 25 
2 階 8・ 2 • s 
1 階 2 0 4 1 6 
2陪 t1陣 4 4 
」ー一一一ー一
表-6 小学生高学年以上の子供の私室
[よi: 車Z唖童嫌勉強言語を 就寝室と岨強富倉各々酎 1量とる場合 1室ずっとる場合
(竜〉 1人月'12人用 1人用 2人用 3入用
計(家} 5 0 2 6 6 2 2 2 
2 陪 4 8 2 6 6 2 E 2 
階 2 
私I!
企し
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4 
2 
2 
私盆
乏し
7 
l 
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私2箇
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本確立
1 2 
1 0 
2 
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(2) 公的生活行為
食事には96%がOKを使う。冬期になべ物などの食事
のときや来容の食事のときは 1階和室へ移動する場合も
あるが，家族の日常の食事はほぼOKに定着していると
みなせる(表ー 7)。
だんらんには87%がLを使う。 <0K .和 ・L>は.OK
に隣接している和室で当然だんらんが行なわれやすく.
これが半数に及ぶ。 <OK.L>では. L以外に OKもだ
んらんのための集まり部屋になりやすい。とくに長子が
中学生以上の世帯で多い。これは家族員の生活時聞がぱ
らぱらですれ違うことが多いため，食事のときにできる
だけだんらんの時間を確保しようとしたり，子供は Lで
テレビをみながら，主婦は流しで食器を流しながら，選
〈帰ってきて食事をしている世帯主との間で.rながら参
加」の形でのだんらんをもつことによるものと考えられ
る(表-8 )。
表一 7 食事が行われる部屋
同き 主として DK~使う省合 D在Eいt場使告t 計 DKのみ DKと DKとL 1階和重DKとL 1階和室 1階和蜜
針 54 2 8 1 5 1 4 l 1 
<DK-L> 4 4 1 9 1 5 9 I 
くDK-車1> 1 0 4 5 
表-8 だんらんが行われる部屋
、プ¥ランタ町¥イ在、プおれ田、¥屋る
主としてしを使う場合 L全世わ在何者自合
前 Lのみ LとOK Lと OKのみ t曙和書置 DKと
1開和室 のみ 1階和軍
It 6 4 2 7 1 4 4 6 2 
くOK-L> 4 • 2 6 1 2 2 3 
<DK-和〉 1 0 2 z s 2 
(3) 中間的生活行為
接客・家事 ・更衣の生活行為の空間的拡がりにみられ
る特徴点は以下のごとくである。
①接客
接客の特徴点を.来客の種類と接客行為の種類とから
みる。来客の全くない世帯は 2戸しかなし 52戸では何ら
かの来客を迎えている。来客の種類は，近所の人，友人
親戚.仕事関係の人の4つに分けられ.親戚が来る世帯
がもっとも多<76%. 以下近所の人54%.友人52%.仕
事関係39%とつって。接客には Lがもっとも使われ易い
が，客の種類によ って各室が使い分けられる傾向がある。
(5) 
近所の人など気軽な客・主婦の客はoK.仕事関係など
気のはる答・世帯主の客'i1階居室が使われやすいとい
える(表-9)。接客行為'i.客の応、待・食事・宿泊の3
つに分かれるが，これについても表ー 10に示すように各
室の使い分けがみられる。とくに 1階居室が，気のはる
客の接客や，客の食事や宿泊の場となりやすく，接客の
犠として重要な位置を占めている。
表-9 接客行為の行われる部屋(来客の種類別)
く多JJ(自適択〉
朱事 的観剖 言十 OK L 1階層宣 2階層型 構L
近所の人 5 4 8 11 3 2 5 
友 人 5 4 9 1 4 4 2 6 
lfI '" 6 4 1 4 3 0 1 1 1 8 
仕事関蝿 5 4 1 6 1 4 3 3 
表ー10 接街T為の行われる部屋(行為の種糊1])
く多項目温択〉
慶喜行hの構踊 1I DK L 】階括鐙 Z階居室 '民
応 f事
5‘ 2 5 5 2 3 7 2 
食 4餌 5 • 5 1 S 9 2 
宿 泊 5 4 2 8 2 2 9 
'-ー
② 家事
家事行為は種々雑多なものに分かれるが，ここでは.
頻度が高〈チェ ックが容易な記帳，アイロンかけ，衣類
盤理，縫い物をとりあげる。また，主婦の趣味 ・内職も
広義の家事として含める。
各々の家事行為として，どの部屋が使われるかを表ー
1に示している。〈記帳〉にはDK69%.<アイロンかけ〉
〈衣類整理〉には Lか 1階居室. <縫い物〉は. 1 s皆居室と
2階居室に分かれやすい。〈趣味・内職〉は盛んで. 69% 
の主婦が行っており，この場合は l階居室が主として使
われやすい。このように家事行為は，その種類によ って
o K. L.居室を使い分ける傾向が顕著である。 Lは日
常的に頻度の高い衣類整理やアイロンかけに.1階居室は
縫い物や趣味 ・内戦など散らかりの生じる家事や一定の
空間の広きを必要とする家事に使われやすい。家事行為
は，住戸内の全体の部屋に，公私室の分化という目安に
かかわりなく拡がっているといえよう。
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表-11 家事行為の行われる主たる部屋
家.行為の圃罰 酎 DK L 2階層冨 2陣属箆 *" 
記 .帳 5 4 a 7 6 1 0 
アイロンかけ 5 4 1 0 I 9 I 5 9 
友銀盤理 5 4 5 I 9 2 0 I 0 
重量 ν、 物 5 4 4 I 0 2 0 I 9 
8 味・内肱 5 4 5 7 2 0 5 I 7 
③更衣
更衣は，入浴時の脱衣，日常の身仕度，外出着の着が
えなどに分かれるが，ここでは日常の身仕度について分
析する。更衣の場は l階 ・2階居室が中心であるが，子
供については， 0 KやLで行なう場合も24%あり，接客
家事と同様に，やはり OKとLの両方が使われている。
これには，他の行為と重なる面もあらわれており，本人
が就寝する居室で更衣も行なう場合が約半数を占めるが
残り半数は本人が就寝する居室以外で行なわれ，食事・
だんらん ・接客 ・家事などのさまざまな行為と重なりを
生じている。また収納の方式が更衣の仕方と場所を規定
している面もみられる。衣類の収納方式は，家族の衣類
を1-2室に集中する集中収納が44%，各就寝室に分散
する分散収納が35%，両方のものが20%ある。分散収納
は子供室確立とともに高くなるが.中・高校生で50%，
大学生でも63%にとどまっている。これは，更衣を私的
な行為として各就寝室で行なおうという要求よりも，衣
類の管理 ・撃理といった家事労働の合理化が優先されて
いるためと考えられる。
表ー12 更衣の行われる部屋
望~ ~員 回客人数 DKo rL 1措居室 2階居室 その他
世 帯 主 5 3 6 2 5 2 1 l 
主 婦 5 a 3 2 8 2 1 
子 供 105 2 5 2 1 5 7 2 
老 人 5 4 1 
(4) 生活行為の重複
以上では，公 ・私 ・中間的生活行為が住戸内のどこで
展開きれているかをみたが，これら各行為が部屋単位で
みてどのように重なっているかを，つぎにみてみよう。
就寝 ・勉強は 1階 ・2階の居室で行なわれる。とくに
2階の居室は子供室として私室化する傾向が顕著である。
一方.食事・だんらんは.ほほoK， Lに定着している。
したがって公的生活行為と私的生活行為の分離は， <0K 
唐
(6) 
鼻先
・宇
-L)では86%で達成きれている。一方，<0 Kー和〉で
は， 0 Kに隣接する部屋は公室的性絡が強くなるにもか
かわらず，転用性が強いタタミの和室であるため公・私
にまたがるさまぎまな行為の集中を生じやすい(表一13).
接客・家事・更衣は.概して，住空間全体に拡がる傾向
をもつが，どちらかといえば1階部分で拡がりやすい。中
間的生活行為の存在が，公・私室分化を明瞭に行なわし
めないー要因になっているといえる。
表-13 生活行為の分離と重複
{注) r舟雌J/:;世公的生活行為と私的
生活行為が舟雌ずるもの、 「軍檀J
とは同じく重複するものを指す.
3. 公室空間の専用性・転用性
以上の分析から. 2階部分には，公室的機能が及んで
いないと判定して間違いない。住空間の公私室分化をみ
るためには， 1階部分の使われ方をみればよいことはほ
ぼ明らかである。そこで 1階部分に限定して，ここで
公室空間の機能分化はどのようにすすんでいるのか，中
間的，私的生活行為への転用がどの程度認められるか検
討してみよう。
(1) 0 K 
OKが食事に専用化するものは18%のみで，家事や接
客にi転用されるものが70%を占める。 OKは.食事の場
であると同時に.炊事，記帳といった家事の場であるこ
とを示している。また食事や家事にかかわって，近所の
人などを対象とした気軽な接客にも転用されることが多
いわけである(表ー14)。
表-14 0 Kでの生活行為
『プモラミン¥タ事『ft4在;、る‘¥るブヲ行百打、4為母『
食 事
家事績客家事
その他
計 無 倭答
肘 54 10 18 4 20 2 
<DK. L> 4 4 
くDK/L/洋〉 4 l 2 l 
くDK/L/署p> s E 
くDK'L/:利〉 15 1 5 2 7 
くDK・L・和〉 18 5 s 1 7 
くDK・和・L> 1 0 1 6 1 I l 
住図他:独立住宅に必ける公室空間の機能分化 1ー87-
DKの専用度は，当然プランタイプの影響を受けやす
い. 1階に居室がないくDK.L>でもっとも転用性が高
い.逆に. D KとLが自主で仕切られている <DK/L/
洋>. <DK/L/和〉においては. D Kの食事スペース
への専用化が顕著である.
(2) L 
Lがだんらん等に専用化するものは24%のみで，接客
や家事に転用されるものが69%を占める(表ー15)。
だんらんと接容が震なる場合は接客の場としての性格
を強める。さらにその上に，家事が加わる場合がもっと
も多い(50%).L は単にだんらん空間というよりも，だん
らんを基本におきつつも， 雑多な生活行為を集中させ.
公私機能分化を関重量する場となっている。プランタイプ
でみると，<DK/L/洋入 <DK/ L/和>.<DK.L 
/和〉でもっとも転用され易い。 <DK・和・ L>は特別
な傾向を示し. Lli洋風按客室となりやすいといえる.
表-15 Lでの生活行為
じ繋 f( !. .， !. 型畢 司匹 車.酎 帽 軍.損害 軍事 蝿 '除盛事
馳 5・‘ 15 27 6 
< DK. L > ‘ 2 
<DKノL/陣〉 ‘ 4 
<DIVL/和〉 a 四 a 
くDI<.L/*T 16 2 10 
<DI<.L.*T 11 • e 7 1 
<DK・和・L> 10 6 4 
(3) 1階洋・和室
1階居室での主たる生活行為は. <D KーL>では.就
寝・接客・家感である.<D K一利〉では，さらにだんら
んが加わる(表ー16).
就寝室としての使用がもっとも多いが，それが専用化
しているのは 3戸のみであり，家事や接客に転用されや
すい。この場合の就寝は例外な〈夫婦の就寝である.夫
婦就寝のプライパシー要求があまり強くない一方で干， 縫
い物や経味・内臓の場や気のはる来客の接客の場の灘保
要求が強いため. 1階居室が転用される.プランタイプ
でみると. <DK.L/和〉では. 1隠居室がとくに接客
室とな りやすく， 15戸中 9戸を占める。このうち 5戸は
家事にも転用きれるが. 5戸のうち3戸は. D KやLを
主たる家事の場としており. 1階居室の家事*としての
転用度は低い。
DKやLが食事やだんらんの場として定着したうえで
中間的生活行為にも転用きれるのに対して. 1階居室は
使われ方のパターンが多様である。これは. D KやL.
あるいは 2階居室に収まりきらない雑多な生活行為のう
ち.とくに空間確保要求の強いものに専用あるいは転用
されるためであり. 1階居室は. D K. Lの補完的な役
割を果たして，公室空間内での機能分化を促していると
いえる.
(4) プランタイプ別 1階の使われ方
公E星空間の使われ方はプランタイプの影響を受けやす
い。プランタイプごとに. 1階部分の機能分化の傾向を
概括してみよう(図-4参照)。
① <D K . L> 
公*:z:t!聞の広がりはDKとLのみである.食事とだん
らんは. D KとLに徴能分化するが.接客と家本は機能
分化しない。DK. Lともに接客と家事に使われており
転用性i立高い。
② <D K/ L/洋〉
食事とだんらんはDKとLに機能分化する.家司匡の一
部l孟洋室でも行なわれる。 DKは食事に専用化し，洋室
は就寝と一部の家事に使われるのみであり，逆に. しに
表-16 1階居室での生活行為
iげ司ラそン諒Yタ、ィ¥るテ桁干士すお、吋也 It 寝 後 客 家事 だんらん俵客 居室揮し
計 無 事E・僚客 家司匹 骨且 家. 無 その他
It 54 3 7 4 8 4 11 s 8 4 
<DK・L > 4 4 
<DK/L/洋〉 4 2 
<OK/L/和〉 8 l 1 
<OK・L/和〉 15 1 1 2 4 5 2 
<OK・L・増価〉 18 2 s 4 5 2 
くOK・和・ L> 10 2 l 7 
(7) 
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は生活行為が集中し，転用性が高くなる.部屋が壁で仕
切られていて，それぞれの部屋の独立性は増すが，各室
への出入りが煩雑となり，特定の部屋つまり Lに利用が
片寄るためである。
③ <DK/L/和〉
基本的には②の場合と同様な使われ方となる。
④ <D K . L/和〉
食事・だんらん・核客の機能が，それぞtしDK，L，和室
に比較的明際に分化する。とくに和室は気のはる米平等のた
めの接客室となり，一部の家事に転用されるのみで，専
用性が高い。 DK， Lはいずれもよく転用される。この
プランタイプでは.和室を来客を通す部屋としてつねに
きれいにしておくのとは対照的に， Lは家族の集まり部
屋となり.少々物が散らかつても気にならない使い方に
なっている場合が多い. Lの起居機式が， ユカザ，イス
ザが入りみだれた形になることが多い。
⑤ <D K . L.和〉
食事・だんらん・接客あるいは家事の機能が，それぞ
れDK， L，和室に分化する。和室は就寝にも転用され
やすい。和室は.縫い物や趣味 ・内職などの家事の場と
一部の綾客の場としてイ変われ転用性が高い。 Lはだんら
んと按答の場として使われ.一部の家事にも使われる。
Lと和室の両方の聞で転用性が高くなる。
⑥ <D K・和・ L>
公室空間はDK，手口;室，Lへと広がり，食事，だんら
ん，接客l孟織能分化するが， とくに真中の和室へは生活
行為が集中し，和室の転用性l立高くなる。
⑦ 1階部分の機能分化の考察
1階部分の主たる行為1;1， 食事・だんらん・接客・家
事及び夫婦の就寝である。食事 ・だんらんの機能分化は
くOK'I.> <OK/I./鯵〉
民事 日只ヨ軍事
くOKノL/幅〉 くDK.L/拘〉
日凪YJ 日記日
車 事 " 書
くDK'L・如〉 くDK・嗣 L> 
33| i食vjH‘らi! I 
車 事 軍 客
ω r宣Jと1宜・ r圃Jとほどんらん r害」とは檀宮、「軍Jとは軍・H面..
図-4 公室空間の専用性・転用性
居
(8) 
学
定着しているが.プランタイプによって住み方が強〈影
響を受けることも無視できない。 1階がDK，Lのみの
場合1;1機能分化は不可能で.当然DK，Lの転用性が高
まる.公室空間がDKやLから和・洋室へと拡大する場
合でも，各室が隻で仕切られ独立している場合はうまく
機能分化がすすまず， Lへの諸行為の集中が起こる。こ
の要因の lつは，家事や後1;の種類に応じて各室を使い
分ける場合， 一連の家事行為を連続して行ない主婦の家
事労働の同滑化をはかろうとする薗が強いが，各室が独
立しているとこれができずに，特に Lへ生活行為が集中
してしまうこ とによる。もう lつは，だんらんの形態か
らみても.生活時間のすれ違いからできるだけ接触時間
をとることが求められるため，独立した各室に諸行為が
分かれるのではなく l ~へと集中してくると考えられる.
公室空間が1階居室も含めて鉱大する場合のうち， D 
K.Lが連続し，和室が独立するくDK'L/和〉て'1;1， 独
立した和室が日常の生活行為にはあまり使われず，接客
室として専用化しやすい。不意の来客の時にも使える綾
客室が確保できるので， D K， Lは家族の生活の泌及び
主婦の家事労働の場としての性格を強める。<DK . L . 
和><DK.L/和〉て'1;1， 1階全体が日常の家族の生活に
よく使われる傾向が顕著で与ある。しかし DKとLとのr.1]
に和室があるくDK・和・L>では，真中の和室がユカザ
指向の強い家事 ・接客に使われ易<，かつDKに隣殺す
ることからだんらんにも使われ易くなるため，機能分化
はも っともすすみにくい傾向を示す。
4. 公室空間の独立性・連続性
部屋の境が壁で仕切られているか，関口部があり速な
っているかが，部屋の専用性・転用性を左右する大きな
ファクターであることがわかったが，それでは，公室空
間が拡大し 2釜以上が空間的に逮統して使われるという
住み方が.実際どの程度あらわれているか検討しておこ
う。暖冷房の大型化が，それを促す大きな要因の 1つで
あるとも考えられるので，平時と暖冷房時に分けてみて
みる。
(1) 平時の間仕切り状態
平時の間仕切り状態を示したのが表ー17である。「間仕
切閉鎖Jとは， 2室聞が壁で仕切られている場合及ぴ2室
閉め可動間仕切を閉じて使う場合をさし， r間仕切開放」と
1;1， 2~聞に間仕切がない場合及び 2 室間の可動間仕切
を開けて使う場合をさす。
平時の間仕切り状態をプランタイプ別にみると，まず
くOK/L/洋〉とくOK/L/和>1;1， 各室が壁で仕切ら
れ独立している。 <0K . L>では，全戸でOKとLが
住田他;独立住宅における公室空間の機能分化
表-17 平時の間仕切り状態
[:空 針 自目
Jt .‘ ' IT • 1・
くDK' L> ‘ 4・.--.--
< "1</L/隊〉 . . レ/戸--<DX/L/肋 a a トJ
J 
<DK' L/和〉 " L .-.--<DK. L'悔〉 18 l e 2 ' 
<DJ;.fIj'L> 10 • 7 
t注〉
日Fmr》
????? ????《
?
連続している。<DK • L/和〉では， 15戸中14戸までD
KとLが連続している。<DK・L・和〉では半数でDK，
L，和室の全体が連続しており，連続性が強いといえる。
Lと居室が連続するものは，あわせて18戸中11戸ある。
<D K .和 ・L>では. 10戸中 7戸で， DK，和室.しの
全体が連続している。 1階の各室のうち，間仕切の開放
が可能なプランでは一般に連続して使われる傾向が強い。
(2) 暖房時の間仕切り状態
各室の主要な暖房器具をまずみてみる(安一18).
DKに暖房器具を置くものは37%あり，器具の種類は
圧倒的にストープである。Lには89%まで暖房器具が置
かれており Lが家族の生活の場としてよく利用される
ことを裏付けている。器具の種類は.ストープが60%，
コタツが50%，ヒーターが21%使われている。暖房の方
法では.室暖房のみが50%あるが，残りは局所暖房との
併用あるいは局所暖房のみであり，洋室のしであっても
コタツが使われやすいのが注目される。居室に暖房器具
を誼くものは50%であり.器具の種類ではコタツが使わ
れやすい。
公室空間内の暖房器具と暖房範囲との関係をみてみよ
う。暖房器具が2種類使用きれる場合は.もっとも主要
な綜具について分析してみた(表ー19)，。
プランタイプ別にみると， <D K . L>とくDK.L / 
和〉では，公室空間の中心、となる DKとLを連続して暖
房するものがもっとも多く 19戸中17戸を占める。主たる暖
房器具はストープである。 <DK. L・和〉でも Lと和室
表-18 公室空間の暖房総具
じ受 貧." 童+周所." '.‘，'R m "・E • 居富鯛LZ トープ t-t- I :~トー'プ- >，ーブ 邑ー'ー "ツコ'ヲョ ，‘J
o • 5・ 11 2 E " 
L “ 17 . 1 11 . 10 s 
11室 る‘ . 1 3 . 8 .. 
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の間仕切を閉鎖して， DKとLを連続するものが18戸中
6戸ある。 <DK • L・和〉ではきらに Lと和室を逮続
するものが2戸あり， DK， L，和室の全体を連続する
ものが4戸あるのが注目きれる。くDK・和 ・L>では，
DKと和室を連続するものが多い。公室空間内では冬期
においても大型暖房器具を用いることによって， D Kと
しあるいは， Lと和室の 2*を連続するか，さらに徹
底する場合は， DK， L，和室の3室を連続させる住み
方が多い。
表-19 暖房器具と暖房範囲
園 習園関
計 S I IJ I K S 1 H 1 K S 1 H S 1 H 
計 54 ， 3 2 21 23 4 l 8 2 8 
< DK' L > 4 41-
くDK/L/洋〉 4 s 1 
くDK/L/者定〉 8 E 
くOK'L/和〉 15 2 ， 0 31 -
くDK.J.， 存置〉 ， 8 5 5 1 t 8 '1 
くOK・和 L> 10 2 41 - 1 E 1 
(在) 企宣空同の包弥と、間仕切の状軍ほ、表ー， 5と同じ. 一一一-
8と位ストープ、 Hとはヒータ- Ktt1コタ Yを指す. f合うウイ]tI唖ll!
範囲を示てす. 一ー一一
(3) 冷房時の間仕切り状態
冷房器具が置かれているものは83%あり普及率か鳴い。
置かれる場所は，<D KーL>では L，<D Kー和〉では和
室である。冷房の範聞は，D KとLが開放可能な場合は，
ほとんど例外なく DKとしを連続させている。<DK .和
L>では全戸でDKと和室を一体化している。
5. 起居様式
住空間全体に，イスザ化がどの程度進行しているのか
さらに，起居様式と公 ・私室の機能分化との関係につい
て検討してみる。
(1) 子供の就寝
子供の勉強についてはイスザがほぼ定着しており，こ
こでは就寝の傾向についてみてみる(表-20)。
子供 112人のうちベッド使用者は47%であり，この割
合1;1:子供の年令にかかわりな〈ほぽ一定である。使用き
れるベッドの種類では，子供の年令によって違いがあり
小学生以下では 2段ベッド，中学生では 2段ベッドある
いはシングルベッドが中心である。高校生以上では全員
シングルベッドである。私室確立とベッ ド使用との関係
は強<，中学生以上の子供のベッド使用の場合li，子供
(9) 
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室が 100%訟室化している。小学生以下の子供でもベッ
ド使用者(ベビーベッド使用者を除<)30例中25例(80%)
で子供塞が私室化している。 2段ベッドの使用によって
小学生低学年以下の子供を含む2人用就寝室の秘室化が
促されると考えられる.
表-20 子供就寝の起居様式
おや~ 計ωシングル 2 段 ベピ ふとんベ，ド ベ，ド ベ，ド
針 ω 112 22 27 4 68 
幼 児 87 1 11 ‘ 21 
小学生 87 6 12 19 
中学生
1‘ 4 4 也
高俊生 12 畠 7 
大学生以上 12 6 6 
(2) 夫婦の就寝
夫婦のベッド使用率li.世帯主か主婦のいずれか一方
のみがベッド使用の場合も含めて15%のみであり.圧倒
的にふとんが使用されている(表-21)。世智主の年代別
にみると.30代の者い夫婦ではベッド使用率が若干高く
なり25%みあれる。夫婦寝室の私室確立とベッド使用と
の関係をみると，ベッド使用の8世智のうち6世帯の寝
室は. 2階にとられる確立した私室である。夫婦のベッ
ド使用は.子供の幼ない若い夫婦で2階にまだ子供室が
少なく，夫婦寝室をとることができる場合に限ってみら
れるといえる.夫婦就寝のベッド使用は，住み方全体の
公・私室分化の傾向とかかわりが深い。
表-21 夫婦就寝の起居様式
よ恥ミ三 t べ，ド ムとん
t 5・ 8 <6 
a才代 1 、
相才代 H • 18 
岨 7 代 22 2 20 
曲才時 ‘ 6 
曲才臥」ュ 2 2 
(3) 1階の起居様式
l階のDK. L.居室の起居様式を表-221こ示してい
る。DKではイスザが定着し. Lでは折衷がもっとも多
< 69%あり. 1階居室ではユカザが80%を占めている.
プランタイプとの関係でさらに詳しくみる。表-231i
D K. L.居室の起居様式の組み合わせのパターンを，
イスザ.折衷，ユカザの変化の少ないものから.段階的
居
(10) 
学
表-22 公室空間の起居様式
各 2邑 F 聾量 イスザ 折裏 ユヵザ 同盆無し
o It 54 58 1 
L 54 18 87 4 
1階居箆 54 s 7 40 4 
に変化するもの，さらにはイスザからユカザへというよ
うに変化の大きいものへと順に並ぺ，それらとプランタ
イプとの関係を示している。
<D K . L>では. 4戸とも DKとLの起居様式のパタ
ーンは異なっており. Lの折衷やユカザ傾向が強い。
<D K/L/洋〉では. DKがイスザ. Lが折衷である
が. 1階洋室がイスザと折衷の2つに分かれる.
<D K/L/和><DK.L/和><D K . L・利〉は 1階
に和室があるという点で共通しており. D Kがイスザ，
Lが折褒.和室がユカザというように，イスザからユカ
ザへと段階的に変化するパターンが最も多<86%を占め
ている。
<D K・和・ L>では. DKがイスザ，和室がユカザ.L
がイスザというように公室空間内での起居様式が大きく
変化するパターンがもっとも多<.60%ある。
次に，プランタイプごとの起居様式のパターンの特徴
が公室空間の機能分化及ぴ専用性・転用性とどのように
かかわっているかについて検討する。
DKではイスザが定着しており. D Kテーブルは食事
以外に気軽な答の楼客用や記帳などの家事用にも転用さ
れやすい。
LIま主として折衷である。しには54戸中50戸までソフ
ァやイス類が入っているが，起居線式lま折衷が主である.
Lでの主たる行為はだんらんであるが.だんらんは単ー
の行為ではなく.家族員がさまぎまな行為をしながらコ
ミュニケートするという複合的行為であり，家族民各々
が，行為に応じて，ソワァなどのイス類にすわったり .
床にじかにすわったり，ねころんだりといった姿傍を使
い分けている。またLは，日常の接客や家事にも転用さ
れるが，被客はイスザ，家事はユカザになりやすい。こ
ういった雑多な行為に転用されること，各人が起居隊式
を使い分けることが. Lの折衷化の一因である。また暖
房の影軍事も大きし冬期にLにコタツを置く世幣が44%
あることも Lの折衷化の一因である。しかし.(DK・和
. L)では.Lが接客室として専用化するのでイスザが7
l1iIJを占めている。
さらに Lに隣接する 1階和室をみると，ここはユカザ
のまま使われ易い。L階和室li.就寝や接客，家事のい
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表-23 公室空間の起居械式のバターン
1で針
陵情的民変化ずるもの ， 段階的民変化し'.1い‘の
圏; 院r: ~: 開;i: ~: ~: C: 
Z十 5~ 1 1 。 8 25 6 2 7 s 7 
くDK・L> 4 
く DK/L/悌 4 2 2 
く DK/t.ノ和〉 8 2 
くDK'L/抱〉 15 12 
く DK'L・拘〉 18 11 4 a 
くDK・拘・ L> 1 0 s 6 
」
ずれかに転用される場合がもっとも多<.手口室の転用性
が生かされている。各行為ごとにみると.楼容について
は.接客行為自体が応待・食'J:.・宿泊という3的知の行
為を含んでおり，これらに転用できる「座敷」が求められ
る。また， 主婦の和裁や茶道../1:.道.舎道などの剥I風の
趣味にも，和室が必要とされる. 1階の和室は.こうい
っ たユカザ指向の強い行為のための場として可(~な役;切
を果たしている。公室空間が初主へ拡大する要IJifの lつ
はこの点にある。
l 階の公~空間内の諸行為に応じたイスザ・折衷・ユ
カザの使い分けは，公*-空間内の綴能分化の仕万とのか
かわりが深い。公室空間がDK， Lのみであり， 1階に
和室のない<DK . L>では， D Kやしがユカザ指向の強
い行為にも転用されるため， D Kが折衷化したりしがユ
カザ化するものが4戸中 l戸ずつみられる.<DK/L/
洋〉では，1階1舌室が洋*であるためユカザ指向の強い接
客や家事には使えず Lに生活行為が集中 し， Lが折衷
化する。<DK・和 ・L>では，和室がOKに隣接している
ためだんらんの場として使われやすいが.ユカザ指向の
強い接客.家.，こも使われやすく，和室に生活行為が集
中している。<OK/L/和><0K . L/和><0 K . L. 
和〉では.イスザ傾向の強い行為が， 0 Kで行なわれ，
ユカザ傾向の強い行為が和室で弘行なわれる。両者の中間
に位置するLでは.これら以外の行為がイスザやユカザ
で行なわれるためLが折変化する。公室空間全体では，
食事 ・だんらん・接客 ・家事といった諸行為の機能分化
は， 0 Kのイスザからしの折衷，さらに和室のユカザへ
と至る起居線式の段階的な変化と結びついてすすむ傾向
が強い。
機能分化とのかかわりに加えて.イスザのOKとユカ
t目
V//A{スザ刷
ι分析襲 刷
目ユカザ 伺
ザの和室との問に位置する Lが折衷化するということは
公室空間内を移動する場合に，イ スザからユカザへの急
激な姿勢の変更を和らげ，移動を楽にするという側面も
あり. これも折衷化を促す要因である。
まとめと考察
独立住宅における住み方調査結果を要約すれば以下の
ごとくである。
① 分析の対象を独立住宅の 1階部分に限定するに先立
って，2階の居室の使われ方を検討したが，子供の勉
f虫・杭忠窒としての利用かで支配的であり， 2階居室の私
室疎立度が高いことが検証された。
② 食事はoK，だんらんは しで行なわれるのが支配的
である。家族のコミュニケーションが行なわれる部屋
を公室と規定するならば， 0 Kや Lの公的性裕li強い。
しかし，接~や家事.更衣などの中間的生活行為は.
OKやLを含め， 1階全体に拡がっているのが特徴的
である。夫婦寝室'i一階にとられるのが一般的である
が専用化されるのではなし就寝以外に，接客や主婦
の家事 ・趣味の場になるなど昼間は転用されることが
多しそれも隣接する Lと空間的に一体化する形て¥
公的性格を帯びる傾向が強い。
③ 接~ ・ 家事 ・ 更衣などの中間的生活行為の起こり方
li，断続的，不規則的であり，かつ長時間にわたらな
いという特徴がある。したがって部屋の転用によって
十分対応できるが.必要に応じてプライパシーを確保
できることが求められる。全体的にみて部屋の間仕切
の開放が可能で， 1階各部屋の連続性の高いプランや
住み方が多かったが，これは，基本的には食事 ・だん
らんを中心に OKやLの機能をできるだけ鉱大させなが
?????
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ら，時と場合に応じて転用をはかつていくという住み
方の雌通性への配慮が居住者に大きく働いていると考
えられる.
④ 住宅の規模が大きくなっても，公室空間の機能が，
DK.L・接客室・家事室などに分化せず，それらの
スペースを用意しながら.間仕切りを開放し，各室を
連続する住み方が多いことには，観方をかえれば，つ
ぎの3点が聖書因となっているとみられる。第 1は， D 
Kを中心とした主婦の公室空間での家事労働からみて，
部屋が連続化している方が，部屋の行き来が容易とな
ることである。第2は，家族の生活時間がすれ違いや
すいので，家族成長が異なったスペースで異なった行
為をしながらコミュニケーションをはかるという「な
がら参加」のだんらん形態から公室空間の途続性が求
められることである。第3には，間仕切りの開放は，
暖房時にとくに多くみられるが，これは，大型暖房器
具によって，より広い範囲を暖房するという経済伎と
公室を広〈使うという利便性とが結ぴついたものであ
る.
⑤ 起居様式についてみると， 1階居室のうち，DKは
イスザが支配的である。一方，夫婦寝室に使われる居
室は和室が多い。 Lは板の間にじゅうたんが般かれ，
ソファに座るというイスザと，ホームコタツや座ぶと
んを使うユカザが同居しているという内容の折衷様式
が多い。これは， Lの起居様式をDKに合わそうとす
ればイスザにせねばならず.和室側に合わそうとすれ
ばユカザにしなければならないことへの文字通り「折
衷的」解決を，中身として含んでいるとみられよう。
つまり，Lのじゅうたんが， 2つの起居機式のパγ7
7 ・ゾーンになっているともいえる。
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